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問
　
令
和
５
年
度
市
政
執
行
方
針
及
び
教
育
行

政
執
行
方
針
に
人
口
減
少
問
題
へ
の
取
り
組
み
、

学
校
で
の
推
進
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
計
画
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

茨
人
口
減
少
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
中

長
期
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
は
あ
る
の
か
。

答
（
市
長
）
茨
人
口
減
少
問
題
の
取
り
組
み
の

一
つ
の
子
育
て
支
援
は
、
不
妊
治
療
費
助
成
や

妊
産
婦
の
健
診
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
産

後
ケ
ア
事
業
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
充

実
し
た
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

充
実
・
拡
大
が
必
要
と
の
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、
結
婚
に
対
す
る
意

欲
の
向
上
を
図
り
、
出
会
い
の
機
会
を
提
供
す

る
事
業
と
し
て
、
「
婚
活
・
友
活
（
と
も
か

つ
）
講
座
」
を
開
催
し
、
結
婚
の
希
望
を
か
な

え
る
支
援
を
開
始
し
た
ほ
か
、
子
ど
も
の
包
括

的
な
相
談
支
援
を
行
う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
」
を
令
和
６
年
度
に
整
備
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
お
り
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
か
ら
育

児
、
子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
充

実
さ
せ
る
所
存
で
す
。

問
　
芋
教
育
行
政
執
行
方
針
の
１
に
「
従
来
の

教
育
の
考
え
方
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
内
容
を
見
直
す
の
か
。

　
ま
た
、
「
自
ら
の
生
命
の
尊
さ
を
知
る
こ

と
」
や
「
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
」
、

「
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
て
て
い
く
こ

と
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

鰯
教
育
行
政
執
行
方
針
の
２
に
不
登
校
の
問
題

や
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
が
、

現
状
と
今
後
の
具
体
的
な
計
画
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

允
教
育
行
政
執
行
方
針
の
３
に
「
校
則
や
制
服

の
時
代
に
あ
っ
た
も
の
へ
の
見
直
し
が
必
要
な

時
期
」
と
あ
り
ま
す
が
、
制
服
の
変
更
に
関
し

て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
か
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
制
服
変
更
に
伴
う
新

た
な
課
題
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
教
育
長
）
芋
こ
れ
ま
で
の
教
育
現
場
で
は
、

一
斉
授
業
に
よ
る
一
律
一
様
教
育
が
主
体
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
「
そ
ろ
え
る
」
教
育
か

ら
「
伸
ば
す
」
教
育
、
多
様
性
を
重
視
し
た
教

育
へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め
に
よ
り
一
層
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進
が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

推
進
に
よ
り
、
子
ど
も
主
体
の
学
び
を
進
め
る

ほ
か
、
学
年
横
断
、
教
科
横
断
に
よ
り
、
そ
の

教
科
の
本
質
の
学
び
に
加
え
、
教
科
の
枠
組
み

を
超
え
た
実
社
会
に
生
き
る
学
び
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

　
「
自
ら
の
生
命
の
尊
さ
を
知
る
こ
と
」
や

「
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
」
な
ど
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
、
道
徳
授
業
に
お
け
る
「
が

ん
教
育
」
や
「
性
教
育
」
の
ほ
か
、
体
験
活
動
、

防
災
教
室
等
を
通
じ
て
、
生
命
の
尊
さ
を
実
感

さ
せ
、
理
解
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
。

鰯
本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
令
和
４
年

度
末
　
人
で
あ
り
、
不
登
校
の
対
応
策
は
、
原
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因
を
つ
き
と
め
解
決
策
を
学
校
や
保
護
者
等
と

協
議
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
学
校
だ
け
で

は
な
く
家
庭
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
学
校
で
は
、
未
然
防
止
、
初
期
対
応
、
自
立

支
援
を
重
点
と
し
、
児
童
・
生
徒
の
居
場
所
づ

く
り
、
教
育
相
談
の
実
施
、
意
欲
的
に
学
習
に

臨
め
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
の
ほ
か
、
別
室
登

校
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
家
庭
で
の

学
習
機
会
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
習
進
度
に
応
じ
た
授
業
の
実
施
や
、

指
導
者
の
確
保
が
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
常

設
の
適
応
指
導
教
室
の
増
設
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

允
昨
年
６
月
に
、
大
規
模
中
学
校
の
３
校
に
お

い
て
、
個
別
に
制
服
を
見
直
す
検
討
を
進
め
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
昨
年
９
月
に
、
市
内

各
中
学
校
の
校
長
と
教
育
委
員
会
で
協
議
を
行

い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す
る
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
、
制
服
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
は
、
ブ
レ
ザ
ー
化
が
必
要
で
あ
り
、

小
規
模
校
単
独
で
の
見
直
し
は
、
保
護
者
等
の

経
済
的
側
面
よ
り
困
難
で
あ
る
こ
と
、
特
認
校

制
度
を
利
用
し
て
、
学
年
の
途
中
で
転
校
し
た

場
合
の
経
済
的
負
担
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
制
服
の
共
通
化
が
最
善

で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
最
終
サ
ン
プ
ル
の
作
製
・
確
認
、

対
象
児
童
及
び
保
護
者
等
へ
の
周
知
、
販
売
店

と
の
調
整
な
ど
を
行
う
予
定
で
、
ま
た
、
制
服

変
更
に
伴
う
新
た
な
課
題
等
は
、
現
在
、
統
一

制
服
に
関
す
る
支
援
施
策
が
可
能
で
あ
る
か
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
と
、
統
一
制
服
と
す
る
こ

と
へ
の
対
象
児
童
、
保
護
者
等
、
学
校
教
育
現

場
の
皆
さ
ま
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
々
木
　
亮
　
議
員 録画映像

人
口
減
少
問
題
と
学
校
教
育
に
関
す
る
件

問
　
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
の
生

命
の
尊
さ
を
知
る
こ
と
な
ど

の
具
体
的
な
進
め
方
は

答
　
教
育
長

　
　
道
徳
授
業
や
体
験
活
動
を
通

じ
て
生
命
の
尊
さ
を
実
感

防災教室のようす「上磯小学校」


